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論文内容の要旨

(目的)

急性心筋梗塞の予後を規定する要因に関して，発症後短期(または入院中)及び長期(または退院後)

の別にみた報告は欧米ではいくつかみられるが，虚血性心疾患の発症率の低いわが国からの報告は少な

い。本研究は大都市の急性心筋梗塞患者が集中して治療を受ける中核病院の協力を得て，梗塞の既往の

有無，梗塞部位が短期及び長期の予後に与える影響を明らかにすることを目的として分析を行った。

(対象および方法)

神戸市(人口150 万人)の中核病院である市立中央市民病院の CCU に， 1981年 3 月から 1987年 12月

までに心筋梗塞発症後24時間以内に入院した市内在住患者について，入院診療録により既往歴，入院中

経過を調査した。次に1988年12月の転帰を外来診療録，患者本人・家族への郵送による問い合わせ，通

院医療機関への電話照会により確認した。死亡は心疾患による死亡のみとし，それ以外の原因による死

亡は観察打ち切りとした。発症後28 日までを短期とし，その時点の転帰が不明であった 2 人を除く 308

人について，平均40.8か月追跡を行った。

短期(発症後28日未満)と長期(発症後28日以後)のそれぞれにおいて，梗塞の既往の有無別梗塞部

位別の生存率を Kaplan-Meier 法を用いて求め， logrank test により検定を行った。さらに性，年齢，

異常Q波の有無 Killip 分類別重症度， CPK 最高値の 5 変数とともに，短期では多重ロジスティックモ

デノレを，長期では Cox の比例ハザードモデルを用いて多変量解析を行った。

(結果)

1 )梗塞の既往の有無別梗塞部位別にみた短期生存率
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対象308人中，発症後28日時点の生存者は270人 (88%) であった。前壁梗塞の者が下壁梗塞の者よ

り生存率が低い傾向を示し，初発の者において有意な差を認めた。

2) 梗塞の既往の有無別梗塞部位別にみた長期生存率

短期の生存者について求めた生存率は，発症 1 年後95% ， 5 年後91%であった。再発の者が初発の

者に比べ生存率が低い傾向を示し，下壁梗塞の者において有意な差を認めた。

3) 短期予後における多変量解析

短期予後は梗塞部位と有意な関連を示したが，梗塞の既往の有無とは有意な関連を示さなかった。

また年齢， Killip 分類別重症度と有意な関連を示した。

4) 長期予後における多変量解析

長期予後は梗塞の既往の有無と有意な関連を示したが梗塞部位とは有意な関連を示さなかった。

また年齢，異常Q波の有無， Killip 分類別重症度と有意な関連を示した。

(総括)

1.大都市の急性心筋梗塞患者が集中しで治療を受ける中核病院において，予後調査を行った。

2. 短期(発症後28 日未満)の生存率は88%であり 短期の生存者について求めた長期(発症後28 日以

後)の生存率は， 1 年後95% ， 5 年後91%であった。

3. 短期の予後は梗塞部位と有意な関連を示し梗塞の既往の有無とは有意な関連を示さなかった。

4. 長期の予後は梗塞の既往の有無と有意な関連を示し梗塞部位とは有意な関連を示さなかった。

論文審査の結果の要旨

急性心筋梗塞の予後を規定する要因に関して，わが国では一定地域住民を対象にした報告は行われて

いなし 1。本研究は大都市の急性心筋梗塞患者が集中して治療を受ける中核病院において，市内在住患者

の予後調査を行い，発症後28 日の時点で分けた短期，長期の予後に対する，梗塞の既往，梗塞部位の影

響を明らかにしようとしたものである。その結果，短期においては梗塞部位が梗塞の既往の有無より強

く予後に影響しており，長期においては梗塞の既往の有無が梗塞部位より強く予後に影響していること

が明らかとなった。

この成果はわが国の虚血s性心疾患の病態について，新たな知見を示したものであり，学位に値すると

考える O




